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１．はじめに 

多自然川づくりの技術体系を概観すると、調査や維

持管理の手法は確立されつつあるが、計画から施工に

至る実務プロセスには依然として具体化や標準化の余

地が残されている。特に計画・設計段階では、定量的

な目標設定や基準化の検討が進む一方で、対象となる

生息場そのものに関する具体的な解説が不足しており、

実務指針の充実が喫緊の課題となっている。 

こうした課題に対し、多自然川づくりの計画から施

工段階の知見を補完すべく、多自然川づくりの事例を

整理し、生物の典型的な生息場を対象とした「生息場

整備技術事例集」を取りまとめた。本検討では、個別

河川の事例から外力・地形条件等の環境要因を抽出す

ることで、他河川へ応用可能な汎用的な知見へと昇華

させており、これを現場における多自然川づくりの質

を向上させるための新たな技術基盤として提示する。 

 

２．効果的な多自然川づくり実施事例の整理 

２－１ 多自然川づくり実施事例の収集 

これまで全国で実施されてきた多自然川づくりにつ

いて、他河川へ適用できる技術・手法の整理を行った。

事例の収集は過去 5 年分を目安とし、生物の生育・生

息・繁殖の場に係る環境の保全・創出を実施している

事例を対象とした。さらに、各地方整備局から収集し

たローカル資料などの情報を追加して整理を行った。 

資料種別の収集事例数は表－１に示すとおりである。 

 

表－１ 資料種別の収集事例数 

No. 資料種別 収集事例数 
1 自然再生事業 264 
2 河川技術論文集 78 
3 土木学会論文集（旧水工学論文集） 12 
4 土研資料 13 
5 国総研資料 13 
6 応用生態工学会誌 20 
7 全国多自然川づくり会議 149 
8 河川基本技術会議資料 17 
9 書籍 326 
10 地方整備局資料 22 

合計 914 

２－２ 多自然川づくり実施事例の整理  

多自然川づくりの事例整理にあたっては、実務者が

担当河川で応用・展開できるよう、他河川へ適用可能

な留意事項や評価手法が体系化されている事例、およ

び外力条件や地形条件が計画・設計の検討に資する事

例を抽出した。その際、河川環境管理シートの評価項

目である典型的な生息場（自然裸地、ワンド・たまり、

瀬・淵等）に着目して整理した。 

また、画一的な対応が限定的な効果に留まる可能性

を考慮し、技術の採用判断やモニタリングを通じた順

応的管理の視点も併せて整理した。さらに、河川環境

を突出させずとも、改修事業等の一般的な河川管理行

為に融和・応用できる施工技術という観点でも事例を

抽出した。例えば、図－１に示す信濃川の事例では、

額縁掘削という冠水頻度の高い掘削面を広くとる施工

時の工夫により、環境を保全しつつ河川管理上の課題

であるヤナギの再侵入を長期的に抑制しており、維持

管理コストの縮減と多自然川づくりを両立させた好事

例と言える。 

 

 
図－１ 河川管理と環境保全を両立させた事例 1) 

（額縁掘削によるヤナギの侵入抑制事例(信濃川)） 

 

２－３ 生息場整備技術事例集及び他河川へ適

用可能な好事例マトリックスの作成 

多自然川づくり実施事例の整理を踏まえ、生息場整

備技術事例集を作成した。作成にあたっては、河川環

境に係る担当者の学習用や研修に用いることが可能な

ようにセグメント特性の概要や生息場の基本情報等を
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整理することに留意した（図－２参照）。 

また、目的とする生息場や対象種、セグメント等の

情報と紐付け、類型整理や検索等の早引きに活用でき

る他河川へ適用可能な好事例マトリックスを作成した

（図－３参照）。 

本技術資料の活用にあたっては、対象河川の特性（セ

グメント等）と創出を目指す生息場を明確にした上で、

以下の順序で活用することを想定している。 

1. 検索（好事例マトリックスによる検索） 

・横軸「セグメント」× 縦軸「生息場」で、参照す

べき事例を絞り込む。 

2. 判断（適用性の確認） 

・記号（◎：汎用、○：条件付、★：特殊条件）を参

考に自河川への適用性を判断。 

3. 活用（生息場整備技術事例集での詳細情報の参照） 

・事例の「設計諸元」や「工夫点」を、計画・設計や

環境保全措置の根拠として活用。 

 

 
図－２ 典型的な生息場の基本情報の整理 

 

３．おわりに 

本検討で構築した「生息場整備技術事例集」及び「好

事例マトリックス」は、従来の抽象的な河川計画・設

計マニュアルや技術基準を補完し、現場実務者が具体

的な設計や環境保全措置を検討する際の実践的な判断

バイブルとして運用されることを想定している。 

今後は、単なるデータの追加に留まらず、時系列に

沿った事例整理と継続的なフォローアップ体制を構築

することで、効果的かつ持続性のある多自然川づくり

技術について客観的に評価することを目指す。具体的

には、各事例に対して調査や設計、施工、施工後の状

態等、事業の段階ごとの関連文献や資料を多面的に紐

付け、技術的妥当性や背景情報の理解を深めることで、

他河川への適用性をさらに向上させていく。 

こうした継続的な事例の蓄積に注力し、集まった知

見をもとに技術の一般化を図るとともに、その成果を

勉強会や技術資料の更新を通じて広く展開する。これ

により、多自然川づくり技術の普及と現場への実装に

向けた取組みを強力に推進していく。 

最後に、本検討にあたり、国立研究開発法人土木研

究所の皆様、国土交通省水管理・国土保全局河川環境

課の皆様、国土交通省北陸地方整備局河川部河川計画

課の皆様には貴重なご指導・ご助言をいただきました。

ここに厚く御礼を申し上げます。 
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図－３ 他河川へ適用可能な好事例マトリックス（保全・創出する環境-セグメント別） 
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 河
道
掘
削
形
状
設
計
の
留

意
点
（
福
島

, 2
02

2）
◎

  
 護

岸
を
設
置
す

る
際
の
工
夫
（
大

河
川

Q
A）

◎
 

 バ
ー
ブ
工
の
設

置
（
久
知
川
、
桂

川
、
新
郷
瀬
川
）

◎
 

 浅
場
整
備
に
よ

る
水
際
創
出
（
宍

道
湖
）
〇

 

他
の
項
目
（
ワ
ン
ド
・
た

ま
り
、連
続
す
る
瀬
淵
な

ど
）
と
関
連
◎

 
 浅
場
整
備
に
よ
る
水
際

創
出
（
宍
道
湖
）
〇

 
 水
際
の
複
雑
さ
を
定
量

的
に
評
価
し
た
研
究

（
中
部
地
方
の
一
級
河

川
）
◎

 

 
 ワ
ン
ド
・
た
ま
り
の
連

結
性
と
生
物
多
様
性

（
河
道
内
氾
濫
原
の

保
全
と
再
生
、
河
川
生

態
学
術
研
究
会
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
第

19
版
）

◎
 

 
 

 湧
水
地
点
の
ハ
リ
ヨ

の
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
評
価
（
犬
上
川
）
◎

  樋
門
と
本
川
の
落
差

解
消
（
四
万
十
川
）
○

 
 「
水
辺
の
小
わ
ざ
」
を

参
考
に
し
た
魚
道
整

備（
仁
保
川
、粟

野
川
、

田
万
川
）
◎

 

 【
冠
水
頻
度
】
二
枚
貝

生
息
量
と
掘
削
高
さ

の
関
係
解
析
（
揖
斐

川
）
◎

 
 【
堤
防
植
生
管
理
】
芝

を
長
期
的
に
維
持
す

る
管
理
手
法
の
提
案

◎
 

◎
河
道
条
件
に
限
ら
ず
一
般
的
な
条
件
下
で
期
待
で
き
る
、
○
特
定
の
河
道
条
件
下
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
河
道
条
件
を
踏
ま
え
た
上
で
他
河
川
へ
の
応
用
が
期
待
で
き
る
、
★
構
造
物
の
存
在
や
水
文
条
件
な
ど
、
特
定
の
条
件
下
に
お
い
て
適
用
が
期
待
で
き
る
、
太
字
：
技
術
資
料
に
詳
細
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
る
事
例

 
※
斜
線
部
は
、
一
般
的
に
そ
の
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
形
成
さ
れ
な
い
（
見
ら
れ
な
い
）
生
息
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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